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特定非営利活動法人けやの森自然塾 

 

平成３１年度 カヌーについて 

 

 この度、けやの森自然塾では諸々の事由により活動の縮小を図ることとなりました。 

かつてカヌー事業が風前の灯という厳しい時代から、近年の繁栄を見るに至ったのは、活

動に対する皆様のご協力のおかげと感謝しております。 

 すでに個人練習や大会参加など、自主的な活動でポロチームが成り立っているため、ポロ

チームは比較的スムーズに独立できるという話し合いの結果から、けやの森自然塾の管理

下から離れて、独立しての活動を行っていただくことになりました。 

 合わせてチャレンジカヌーもポロと同様、独立した参加者主体の活動とします。現在は有

志の同好会という形で、渡辺さん（自然塾ボランティアスタッフ、カヌー指導資格保持者）

を中心に活動していただきます。しばらくの間はカヌー経験者のみの活動とします。 

 カヌー未経験者につきましては、河川中央広場（昭代橋近く）で行われる「狭山リバフェ

ス＠入間川」で行う、カヌー体験教室にご参加くださいますよう、よろしくお願いします。 

 

 

責任の所在と名称 

① 自主的な活動として、すべて自己責任（保護者の責任）において行う 

② 各自で傷害保険、個人賠償責任保険に加入する 

③ 必要な道具（パドル、ジャケット、その他必要なもの）は個人のものを使う 

④ カヌーの運搬についても、各個人で行う 

 

とします。自然塾の管理下での活動ではなくなるため、責任の主体は自然塾ではなく、活動

する個人となります。合わせて活動名称については「けやの森自然塾友の会」（カヌーポロ

同好会、チャレンジカヌー同好会）としてください。今後、活動中に起こるすべての問題は、

独立した会の中で責任をもって処理をしてくださいますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 



カヌーなどの用具について 

 ポロにつきましては、これまでの感謝の気持ちと今後の後押しをしていきたいという思

いから、ポロ艇、ボール、ゴール、修繕道具をチームに差し上げます。ただし、駐車場をカ

ヌー置き場として利用する場合は、駐車場利用料（年間４万円）のご負担をお願いします。 

 チャレンジにつきましては、パドル、ジャケット、その他必要なものについては、個人保

管の個人のものを使ってください。 

なお、パドル、ジャケット、につきましては自然塾での使用頻度の低いものを各々500円

にてお譲りします。ポロ用のフェイスガード付きのヘルメットは 1,000 円にてお譲りしま

す。 

 

※ライフジャケットについては消耗品ですので、体のサイズと目的にあったものを新品購

入することも視野に入れてください。 

 

 

用具レンタルについて 

 チャレンジカヌーで使用するカヌーは自然塾のものをレンタルします。もちろん個人所

有のものを持ち込んでの活動も可能です。現在レンタルできるカヌーは、 

大人用（赤 5、緑 5）、子供用（黄 3、赤 3）、幼児用シットオン（オレンジ 7）となります。 

いずれも１艇１日 800円とさせていただきます。 

 

 

参加方法 

 ポロは宮内浩さん（元けやの森学童保護者）を代表者とし、宮内さんと連絡を取り合い、

練習日程等を確認してください。 

 

 チャレンジは渡辺学さん（自然塾ボランティアスタッフ）をボランティア指導者とし、渡

辺さんを中心に参加者間で連絡を取り合い、集合、練習、解散してください。 

 

 

お願い 

カヌーの活動を継続する皆様には、立教小学校交流会（９月８日、予備日未定）への参加、

狭山リバフェス＠入間川（日程未定）のカヌー体験の運営のご協力をお願いします。 

なお、３２年度以降につきましては、状況次第で変更の可能性があります。３１年度は以上

のような形で実施します。ご理解ご協力のほどよろしくお願い致します。 

 今後ともけやの森自然塾の理念である「生きる力を育む自然の教育」を体現していただき

たく、お願い申し上げます。 



覚え書き 

 

ポロ 

◼ ポロ艇、ボール、ゴール、ヘルメットなど必要な道具は個人またはチームで保管する 

◼ ４月１日から３月３１日を１年とし、駐車場使用料を支払う。ただし初年度は運営資金

が調い次第支払うこととする 

◼ ポロ用のジャケット、パドル、ヘルメットは体験用に各２セットほどチームで購入する 

 

 

チャレンジ 

◼ しばらくの間は、渡辺さんが立ち会える日のみの活動とする 

◼ カヌー本体については有料レンタルとし、破損した場合は個人で弁償する 

◼ 川辺での活動中は保護者の責任において活動し、子どもの状況を常に把握し、その場を

離れない 

 


